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(57)【要約】
【課題】電源が不調になり電源容量が不足した場合に、
最小限の構成で動作を継続することができ、また、電源
のステータス情報を通知することができるスイッチャお
よびスイッチャの電源管理方法を提供する。
【解決手段】複数の電源装置１１１～１１ｎから電力供
給を受ける複数の映像処理装置１３１～１３ｎを制御す
るスイッチャ１０であって、映像処理装置１３１～１３

ｎの優先順位を管理する制御装置１２を備え、制御装置
は、スイッチャの起動時に、最初に起動して電源装置１
１１～１１ｎから電源装置１１１～１１ｎのステータス
情報を取得し、ステータス情報から有効な電源装置の台
数を判断し、優先順位と有効な電源装置の台数とに基づ
いて起動可能な映像処理装置を選択し、起動可能な映像
処理装置だけを起動する制御装置とを備えたことを特徴
とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電源装置から電力供給を受ける複数の映像処理装置を制御するスイッチャであっ
て、
　前記映像処理装置の優先順位を管理する制御装置を備え、
　前記制御装置は、前記スイッチャの起動時に、最初に起動して前記電源装置から前記電
源装置のステータス情報を取得し、前記ステータス情報から有効な電源装置の台数を判断
し、前記優先順位と前記有効な電源装置の台数とに基づいて起動可能な映像処理装置を選
択し、前記起動可能な映像処理装置だけを起動する制御装置とを備えた
　ことを特徴とするスイッチャ。
【請求項２】
　制御装置は、スイッチャの起動後、電源装置から供給される電源電圧が予め設定された
閾値を下回ったときに、スイッチャの最終出力に使用されていない映像処理装置には最も
低い優先度を設定し、スイッチャの最終出力に使用されている映像処理装置には優先順位
に基づいて優先度を設定し、優先度の低い映像処理装置から順に回路を停止させる
　請求項１に記載のスイッチャ。
【請求項３】
　映像処理装置は、複数の回路を備え、電源装置から供給される電源電圧が予め設定され
た閾値を下回ったときに、制御装置から設定された優先度が低い場合は、動作状態に応じ
て前記回路に優先度を設定し、優先度の低い回路の電力供給を停止させる
　請求項１または請求項２に記載のスイッチャ。
【請求項４】
　制御装置は、電源装置から前記電源装置のステータス情報を取得すると、外部インタフ
ェースを介して操作端末に前記電源装置のステータス情報を送信する
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載のスイッチャ。
【請求項５】
　複数の電源装置から電力供給を受ける複数の映像処理装置を制御するスイッチャの電源
管理方法であって、
　映像処理装置の優先順位を管理し、スイッチャの起動時に、最初に起動して電源装置か
ら電源装置のステータス情報を取得し、ステータス情報から有効な電源装置の台数を判断
し、前記優先順位と前記有効な電源装置の台数とに基づいて起動可能な映像処理装置を選
択し、前記起動可能な映像処理装置だけを起動させる
　ことを特徴とするスイッチャの電源管理方法。
【請求項６】
　複数の電源装置から電力供給を受ける複数の映像処理装置を制御するスイッチャの電源
管理方法であって、
　映像処理装置の優先順位を管理し、スイッチャの起動後、電源装置から供給される電源
電圧が予め設定された閾値を下回ったときに、スイッチャの最終出力に使用されていない
映像処理装置に最も低い優先度を設定し、スイッチャの最終出力に使用されている映像処
理装置に前記優先順位に基づいた優先度を設定し、優先度の低い映像処理装置から順に回
路を停止させる
　ことを特徴とするスイッチャの電源管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電源を有するスイッチャおよびスイッチャの電源管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　業務用放送機器のスイッチャは複数のユニットおよび複数の電源で構成されている。電
源は、一般的にＮ＋１冗長構成で構成されるが、何台かの電源の不調やＡＣケーブルの未
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接続などで、有効な電源の台数が減り、電源容量が不足することがある。電源容量が不足
したときに、全ユニットを起動させた状態にしておくと、各ユニットに供給される電源が
不安定となり、各ユニットが正常に動作できなくなる。そのため、スイッチャが完全に出
力断してしまったり、外部インタフェースで電源の異常状態を伝えることができなくなっ
たりする。
【０００３】
　電源の制御方法として、複数の情報処理装置に対して、優先順位を割り当て、停電時に
優先順位の高い情報処理装置から順番に無停電電源からＡＣ給電を行なう方法がある（例
えば、特許文献１参照。）。また、複数個の処理装置を備えた装置において、それぞれの
処理装置に優先順位を割り当てて、蓄電池から供給される電源の電圧が一定の値以下にな
ったときに、優先順位の低い処理装置から電力供給を停止する方法がある（例えば、特許
文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１８９５３８号公報
【特許文献２】特開平０６－２０９５２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された方法では、無停電電源の電源容量が不足している場合でも優先
順位の低い情報処理装置への電力供給が行なわれている。また、特許文献２に記載された
方法では、蓄電池の電源電圧の低下のみを検知しているので、蓄電池の異常が発生したか
否かなどの電源の異常をユーザに通知することができない。
【０００６】
　そこで、本発明は、電源が不調になり電源容量が不足した場合に、最小限の構成で動作
を継続することができ、また、電源のステータス情報を通知することができるスイッチャ
およびスイッチャの電源管理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によるスイッチャは、複数の電源装置から電力供給を受ける複数の映像処理装置
を制御するスイッチャであって、映像処理装置の優先順位を管理する制御装置を備え、制
御装置は、スイッチャの起動時に、最初に起動して電源装置から電源装置のステータス情
報を取得し、ステータス情報から有効な電源装置の台数を判断し、優先順位と有効な電源
装置の台数とに基づいて起動可能な映像処理装置を選択し、起動可能な映像処理装置だけ
を起動する制御装置とを備えたことを特徴とする。
【０００８】
　本発明によるスイッチャの電源管理方法は、複数の電源装置から電力供給を受ける複数
の映像処理装置を制御するスイッチャの電源管理方法であって、映像処理装置の優先順位
を管理し、スイッチャの起動時に、最初に起動して電源装置から電源装置のステータス情
報を取得し、ステータス情報から有効な電源装置の台数を判断し、優先順位と有効な電源
装置の台数とに基づいて起動可能な映像処理装置を選択し、起動可能な映像処理装置だけ
を起動させることを特徴とする。
【０００９】
　本発明によるスイッチャの電源管理方法は、複数の電源装置から電力供給を受ける複数
の映像処理装置を制御するスイッチャの電源管理方法であって、映像処理装置の優先順位
を管理し、スイッチャの起動後、電源装置から供給される電源電圧が予め設定された閾値
を下回ったときに、スイッチャの最終出力に使用されていない映像処理装置に最も低い優
先度を設定し、スイッチャの最終出力に使用されている映像処理装置に優先順位に基づい
た優先度を設定し、優先度の低い映像処理装置から順に回路を停止させることを特徴とす
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る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、電源が不調になり電源容量が不足した場合に、最小限の構成で動作す
ることができる。また、最小限の構成で動作可能であるので、電源のアラーム情報を通知
したり、スイッチャを完全に出力断させないようにしたりできる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明が適用されるスイッチャの第１の実施形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【図２】スイッチャ１００の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】ＭＫ１４３の出力を最終出力とした場合の信号の流れを示す説明図である。
【図４】本発明によるスイッチャの主要部を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
実施形態１．
　以下、本発明の第１の実施形態を図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、本発明が適用されるスイッチャの第１の実施形態の構成例を示すブロック図で
ある。スイッチャ１００は、電源ユニット１１１～１１３と、コントロールユニット１２
０と、ユニット２００とを備える。なお、図１には、３つの電源ユニット１１１～１１３
が例示されているが、電源ユニットはいくつあってもよい。また、ユニット２００は複数
あってもよい。
【００１４】
　電源ユニット１１１～１１３は、ＡＣ電流をＤＣ電流に変換し、ユニット２００にＤＣ
電流を供給する電源である。電源ユニット１１１～１１３は、Ｎ＋１冗長構成で構成され
る。Ｎ＋１冗長構成は、複数台の電源ユニットのうち、例えば、１台を予備系とし、残り
を運用系とする構成である。なお、電源ユニット１１１～１１３は、Ｎ＋１冗長構成以外
で構成されていてもよい。
【００１５】
　電源ユニット１１１～１１３は、通信インタフェース１６１でコントロールユニット１
２０と接続されている。
【００１６】
　電源ユニット１１１～１１３は、通信インタフェース１６１を介して、コントロールユ
ニット１２０に電源ユニットのステータス情報を通知する。電源ユニットのステータス情
報は、電源ユニット１１１～１１３のそれぞれのアラーム情報、電源ＯＮ／ＯＦＦ情報な
どを含む。
【００１７】
　コントロールユニット１２０は、制御回路１２１と、有効電源台数チェック回路１２２
ＤＣ―ＤＣコンバータ１２３を含む。また、コントロールユニット１２０は、イーサネッ
ト（登録商標）などの外部インタフェース１５３で、スイッチャ１００の外部に設置され
た端末（以下、操作端末という。）と接続可能である。また、コントロールユニット１２
０は、制御インタフェース１６２でユニット２００と接続されている。
【００１８】
　有効電源台数チェック回路１２２は、通信インタフェース１６１を介して電源ユニット
１１１～１１３と通信し、電源ユニット１１１～１１３がスイッチャ１００に接続されて
いるか否かを確認し、接続されている電源ユニットからステータス情報を取得する。有効
電源台数チェック回路１２２は、電源ユニットの接続状態および取得したステータス情報
から、有効な電源台数を判断する。また、有効電源台数チェック回路１２２は、電源ユニ
ットのステータス情報を制御回路１２１に出力する。
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【００１９】
　制御回路１２１は、有効電源台数チェック回路１２２から入力されたステータス情報を
外部インタフェース１６３を介して、操作端末に出力する。また、操作端末から入力され
たユニット２００の優先順位を保持する。優先順位は、ユニット２００が複数ある場合に
、電源ユニットが不調になり電源容量が不足したときに、どのユニットから動作を停止さ
せるかを判断するための情報である。
【００２０】
　制御用回路１２１は、制御インタフェース１６２を介して、ユニット２００と通信し、
ユニット２００を制御する。
【００２１】
　ユニット２００は、電源制御回路２１０と、メイン回路２２０とを含む。ユニット２０
０は、コントロールユニット１２０によって制御されるユニットであって、ＭＴＸ（Ｍａ
ｔｒｉｘ　Ｓｗｉｔｃｈｅｒ）やＭＫ（Ｍｉｘｅｒ　ａｎｄ　Ｋｅｙｅｒ）やＤＶＥ（Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｅｆｆｅｃｔ）などのユニットである。
【００２２】
　電源制御回路２１０は、制御／ＤＣ電源監視回路２１１とＤＣ―ＤＣコンバータ２１２
とを含む。
【００２３】
　制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、制御インタフェース１６２を介して、コントロール
ユニット１２０と通信を行う。また、制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、メイン回路２２
０のＤＣ―ＤＣコンバータ２２２ａ～２２２ｃを制御する。
【００２４】
　ＤＣ―ＤＣコンバータ２１２は、ＤＣ電源から供給されるＤＣ電圧を適当な電圧値に変
換して制御／ＤＣ電源監視回路２１１に供給する回路である。
【００２５】
　メイン回路２２０は、サブ回路２２１ａ～２２１ｃとＤＣ―ＤＣコンバータ２２２ａ～
２２２ｃとを含む。
【００２６】
　サブ回路２２１ａ～２２１ｃは、メイン回路２２０を構成する回路であって、ユニット
２００の種類に応じた機能を供える。また、図２では、３つのサブ回路２２１ａ～２２１
ｃが例示されているが、サブ回路は３つに限定されない。
【００２７】
　ＤＣ―ＤＣコンバータ２２２ａ～２２２ｃは、ＤＣ電源から供給されるＤＣ電圧を適当
な電圧値に変換してサブ回路２２１ａ～２２１ｃに供給する回路である。ＤＣ―ＤＣコン
バータ２２２ａ～２２２ｃは、制御／ＤＣ電源監視回路２１１の指示に基づいて、サブ回
路への電力供給のＯＮ／ＯＦＦを切り替える。
【００２８】
　制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、コントロールユニット１２０から入力された優先度
を保持する。また、制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、電源ユニット１１１～１１３から
入力されるＤＣ電源の電源電圧を監視し、ＤＣ電源の電源電圧が予め設定された閾値を下
回った場合は、電源ユニットに異常があったと判断する。また、電源ユニットが異常と判
断した場合に優先度が低いときは、ユニットの動作状態に応じて、ＤＣ－ＤＣ回路２２２
ａ～２２２ｃのＯＮ／ＯＦＦを制御する。
【００２９】
　次に、本実施形態の動作について説明する。
【００３０】
　図２は、スイッチャ１００の構成の一例を示すブロック図である。
【００３１】
　スイッチャ１００は、電源ユニット１１１～１１３とコントロールユニット１２０とを
備える。また、電源ユニット１１１～１１３は、２＋１冗長構成で構成されている。また
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、コントロールユニット１２０は、操作端末３００と接続されている。
【００３２】
　スイッチャ１００は、ＭＴＸ１３０、ＭＫ１４１～１４３およびＤＶＥ１５１～１５２
のユニットを備える。図２では、３つのＭＫ１４１～１４３が例示されているが、ＭＫは
いくつあってもよい。また、図２では、２つのＤＶＥ１５１～１５２が例示されているが
、ＤＶＥはいくつあってもよい。また、各ユニットは、ユニット２００の構成を有する。
【００３３】
　ＭＴＸ１３０は、入出力信号の切り替え処理を行なうユニットである。ＭＴＸ１３０は
、ＳＤＩ信号を入力し、ＳＤＩ信号に含まれる映像信号や音声信号をＭＫ１４１～１４３
、ＤＶＥ１５１～１５２の各々に出力する。また、ＭＫ１４１～１４３、ＤＶＥ１５１～
１５２の出力信号を入力信号として入力する。また、ＭＴＸ１３０は、入力信号をＭＫ１
４１～１４３、ＤＶＥ１５１～１５２のどれに出力するかを自在に切り替えることができ
る。入出力信号の切り替えは、操作端末からコントロールユニット１２０を介してＭＴＸ
１３０に設定することができる。
【００３４】
　ＭＫ１４１～１４３は、映像または音声の合成や文字スーパの合成を行なうユニットで
ある。
【００３５】
　ＤＶＥ１５１～１５２は、映像の拡大縮小、並行移動、回転移動、変形などを行なうユ
ニットである。
【００３６】
　次に、ＭＫ１４３の出力を最終出力とした場合のスイッチャ１００の起動時の動作につ
いて説明する。
【００３７】
　図３は、ＭＫ１４３の出力を最終出力とした場合の信号の流れを示す説明図である。
【００３８】
　図３に示すようにＭＫ１４３の出力を最終出力とした場合は、コントロールユニット１
２０と、ＭＴＸ１３０およびＭＫ１４３は、最終出力を出力させるために必ず必要となる
。この場合、ＭＴＸ１３０およびＭＫ１４３は、常に起動させる必要があるユニットであ
るので、ユニット２００で示される構成を有していないＭＴＸおよびＭＫであってもよい
。ここでは、ＭＴＸ１４３およびＭＫ１４３がユニット２００で示される構成を有してい
ない場合について説明する。
【００３９】
　スイッチャ１００に電源が投入され、電源ユニット１１１～１１３が起動してＤＣ電源
が安定すると、コントロールユニット１２０、ＭＴＸ１３０およびＭＫ１４３が起動する
。また、ＭＫ１４１～１４２、およびＤＶＥ１５１～１５２の電源制御回路２１０が起動
する。
【００４０】
　次に、コントロールユニット１２０の有効電源台数チェック回路１２２は、電源ユニッ
ト１１１～１１３のそれぞれがスイッチャ１００に接続されているか否かを確認する。有
効電源台数チェック回路１２２は、接続されている電源ユニットからステータス情報を取
得し、有効な電源ユニットの台数（以下、有効電源台数という。）を判断する。有効電源
台数チェック回路１２２は、ステータス情報と有効電源台数の情報とを制御回路１２１に
出力する。制御回路１２１は、入力されたステータス情報を外部インタフェース１６３に
出力する。
【００４１】
　制御回路１２１は、有効電源台数およびＭＫ１４１～１４２、およびＤＶＥ１５１～１
５２の各ユニットの優先順位に基づいて起動可能なユニットを判断し、起動可能なユニッ
トの電源制御回路２１０に対して、メイン回路２２０のＤＣ－ＤＣ回路２２２ａ～２２２
ｃをＯＮするように指示を出す。
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【００４２】
　次に、ＭＫ１４３の出力を最終出力とした場合のスイッチャ１００の起動後の動作につ
いて説明する。
【００４３】
　コントロールユニット１２０の制御回路１２１は、各ユニットの出力が最終出力で使用
されているか否か、つまり、ＭＫ１４１～１４２、ＤＶＥ１５１～１５２の出力がＭＫ１
４３の入力に選択されているか否かの情報（以下、出力設定情報という。）を、制御イン
タフェース１６２を介してＭＴＸ１３０から取得する。
【００４４】
　制御回路１２１は、出力設定情報に基づいて出力が最終出力で使用されていないユニッ
トを判断し、出力が最終出力で使用されていないと判断したユニットの制御／ＤＣ電源監
視回路２１１に対して、低い優先度を設定する。
【００４５】
　出力が最終出力で使用されていないユニットの制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、ＤＣ
電源の電源電圧が予め設定された閾値を下回っていて、且つ、コントロールユニット１２
０によって設定された優先度が低い場合は、電源ユニットの電源負荷を下げるために、サ
ブ回路２２１ａ～２２１ｃのＤＣ－ＤＣ回路２２２ａ～２２２ｃをオフにしてユニットの
動作を停止させる。このとき、制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、電源異常によりユニッ
トの動作を停止させたことをコントロールユニット１２０を介して、操作端末３００に通
知する。また、コントロールユニット１２０は、以降、停止させたユニットへの操作を操
作端末３００から受け付けないようにする。
【００４６】
　制御回路１２１は、出力が最終出力で使用されていないユニットの動作を停止させても
ＤＣ電源の電圧が回復しない場合は、ユニットの優先順位に基づいて、出力が最終出力で
使用されているユニットのうち、最も優先順位が低いユニットの制御／ＤＣ電源監視回路
２１１に対して、低い優先度を設定する。
【００４７】
　出力が最終出力で使用されているユニットの制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、ＤＣ電
源の電源電圧が予め設定された閾値を下回っていて、且つ、コントロールユニット１２０
によって設定された優先度が低い場合は、電源ユニットの電源負荷を下げるために、サブ
回路２２１ａ～２２１ｃのＤＣ－ＤＣ回路２２２ａ～２２２ｃをオフにしてユニットの動
作を停止させる。このとき、出力が最終出力で使用されているユニットは、主要な処理（
映像の合成処理や出力処理など。）を継続して動作させることが望ましい。そのため、制
御／ＤＣ電源監視回路２１１は、優先度の低いサブ回路のＤＣ－ＤＣ回路をオフにして動
作を停止させる。
【００４８】
　例えば、サブ回路２２１ａがユニットの主要な処理を行なう回路であって、サブ回路２
２１ｂ、２２１ｃがステータス通知やプレビュー処理などの主要な処理以外の処理を行う
回路であった場合は、サブ回路２２１ｂ、２２１ｃの優先度は低い。そのため、制御／Ｄ
Ｃ電源監視回路２１１は、サブ回路２２１ｂ、２２１ｃを先に停止させ、サブ回路２２１
ａの動作を継続させる。サブ回路２２１ｂ、２２１ｃの動作を停止させてもＤＣ電源の電
圧が回復しないときは、サブ回路２２１ａの動作を停止させる。このとき、サブ回路２２
１ａの動作を停止させずに、継続させてもよい。
【００４９】
　制御／ＤＣ電源監視回路２１１は、電源異常によりメイン回路２２０のサブ回路の動作
を停止させたことをコントロールユニット１２０を介して、操作端末３００に通知する。
また、コントロールユニット１２０は、以降、停止させたユニットのサブ回路への操作を
操作端末３００から受け付けないようにする。
【００５０】
　出力が最終出力で使用されているユニットのうち、最も優先順位が低いユニットの動作
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を停止させてもＤＣ電源の電圧が回復しない場合は、次に優先順位の低いユニットに対し
て、同様の処理を繰り返す。
【００５１】
　以上に説明したように、スイッチャ１００の起動時または起動中に複数ある電源ユニッ
トのうちの何台かの電源ユニットが不調になり電源容量が不足した場合に、完全に出力断
とならずに、最小限の構成で動作を継続させることができる。また、コントロールユニッ
ト１２０は常に起動しているので、操作端末３００に電源ユニットのステータス情報を通
知することができる。
【００５２】
　また、優先順位は操作端末３００から任意に設定できるので、スイッチャ１００の電源
投入時に、必要最小限のユニットを起動させたり、ＤＶＥ１５１～１５２以外を起動させ
たりすることができる。
【００５３】
　図４は、本発明によるスイッチャの主要部を示すブロック図である。図４に示すように
、複数の電源装置１１１～１１ｎ（実施形態では、電源ユニット１１１～１１３で実現さ
れる。）から電力供給を受ける複数の映像処理装置１３１～１３ｎ（実施形態では、ユニ
ット２００で実現される。）を制御するスイッチャ１０（実施形態では、スイッチャ１０
０で実現される。）であって、映像処理装置１３１～１３ｎの優先順位を管理する制御装
置１２（実施形態では、コントロールユニット１２０で実現される。）を備え、制御装置
は、スイッチャの起動時に、最初に起動して電源装置１１１～１１ｎから電源装置１１１

～１１ｎのステータス情報を取得し、ステータス情報から有効な電源装置の台数を判断し
、優先順位と有効な電源装置の台数とに基づいて起動可能な映像処理装置を選択し、起動
可能な映像処理装置だけを起動する制御装置とを備えたことを特徴とする。
【００５４】
　上記の実施形態には、以下のようなスイッチャも開示されている。
【００５５】
（１）制御装置１２は、スイッチャ１０の起動後、電源装置１１１～１１ｎから供給され
る電源電圧が予め設定された閾値を下回ったときに、スイッチャ１０の最終出力に使用さ
れていない映像処理装置に最も低い優先度を設定し、スイッチャの最終出力に使用されて
いる映像処理装置は優先順位に基づいて優先度を設定し、優先度の低い映像処理装置から
順に回路を停止させるスイッチャ。
【００５６】
（２）映像処理装置１３１～１３ｎは、複数の回路（実施形態では、サブ回路２２１ａ～
２２１ｃで実現される。）を備え、電源装置１１１～１１ｎから供給される電源電圧が予
め設定された閾値を下回ったときに、制御装置１２から設定された優先度が低い場合は、
動作状態に応じて回路に優先度を設定し、優先度の低い回路の電力供給を停止させるスイ
ッチャ。
【００５７】
（３）制御装置１２は、電源装置１１１～１１ｎから電源装置１１１～１１ｎのステータ
ス情報を取得すると、外部インタフェース（実施形態では、外部インタフェース１６３で
実現される。）を介して操作端末（実施形態では、操作端末３００で実現される。）に電
源装置１１１～１１ｎのステータス情報を送信する。
【符号の説明】
【００５８】
　１０、１００　スイッチャ
　１１１～１１ｎ　電源装置
　１２　制御装置
　１３１～１３ｎ　映像処理装置
　１１１、１１２、１１３　電源ユニット
　１２０　コントロールユニット
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　１２１　制御回路
　１２２　有効電源台数チェック回路
　１２３、２１２、２２２ａ、２２２ｂ、２２２ｃ　ＤＣ―ＤＣコンバータ
　１３０　ＭＴＸ
　１４１、１４２、１４３　ＭＫ
　１５１、１５２　ＤＶＥ
　１６１　通信インタフェース
　１６２　制御インタフェース
　１６３　外部インタフェース
　２００　ユニット
　２１０　電源制御回路
　２１１　制御／ＤＣ電源監視回路
　２２０　メイン回路
　２２１ａ、２２１ｂ、２２１ｃ　サブ回路
　３００　操作端末

【図１】 【図２】
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